


















































































































































































































































2005年 8 月　　 「秋葉原48プロジェクト」第 1期生メンバー募集を開始
9月27日 「48劇場」の場所が、ドンキホーテ秋葉原の 8階と発表
10月30日 オーディション最終審査、45名から24名が合格
12月 8 日 「AKB48劇場」グランドオープン











11月 3 ・ 4 日 初の劇場外コンサート（日本青年館）を開催
12月 3 日 第 3期オーディション20名が合格と発表、チームB誕生

























12月31日 『第60回NHK紅白歌合戦』に、 2年ぶり 2度目の出場






10月 9 日 NMB48結成
12月31日 『第61回NHK紅白歌合戦』に 2年連続 3回目の出場
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2011年 1 月 1 日 大阪・難波「NMB48劇場」にてNMB48初公演
1月22日 初のドキュメンタリー映画公開














12月 8 日 新公式ファンクラブ『二本柱の会』発足
12月30日 『第53回日本レコード大賞』日本レコード大賞、初受賞
















12月30日 『第54回日本レコード大賞』日本レコード大賞、史上 6組目の 2年連続受賞















































（2013年 5 月現在シングルCD売り上げ総数は2185万枚を超え女性アーティスト歴代 1位）した。
　つまり秋元康氏はAKB48をプロデュースするにあたり、サービスの特性を踏まえた企業家
の行動としての三つのポイント「新しい価値の創造」・「サービス提供のマネジメント」・「消費
者との関係性構築と価値提供の仕組み」を、すべて満たしているといえよう。
　秋元康氏は「AKBも本能だけでやってきて、ふと振り返ると、これの究極の形が宝塚だな
と思うんだよ」（CQJAPAN，117号，72頁）と、AKB48を当初から設計図に基づいて制度化し
たとは語っていないが、その時々に応じた行動をとった結果として、宝塚歌劇と同じ仕組みを
有していることを認めている。
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　そして、表 2からわかるように、AKB48は、2011年にJKT48（インドネシアのジャカルタ）、
2012年SNH48（上海）など海外の地域で姉妹グループができるグローバルな展開となってい
る。
4 ．まとめ：「見えない差別化」構築
　小林一三氏と秋元康氏、彼らが「宝塚歌劇」と「AKB48」というエンターテイメント事業
の確立を目指して歩んだプロセスを比較分析すると、四つの共通点を上げることできる。ただ
し、事例ごとに特色があるため、その点について項目ごとにまとめておく。
　①　サービスを消費者に届ける「場」を当初から設定
　　・宝塚歌劇は電鉄事業開業のため、劇場の場所は当初から設定されていた。
　　・AKB48では劇場は必要だとされたが、秋葉原に限定されていたわけではない。
　②　サービス提供の責任を担う人材育成の仕組みの制度化
・宝塚歌劇は宝塚音楽学校の入学試験による選抜と学校での育成、音楽学校卒業生のみが
劇団員になれる。
・AKB48はオーディション選抜と研究生制度・レッスンによる育成がされ、一定期限内
にプロダクションへの所属が決まらない場合はメンバーとして認められない。
　③　ファンとの関係性構築による付加価値の創出
・宝塚歌劇は女性だけの劇団という特殊性によりファン層を限定し、そのファンがタカラ
ジェンヌの応援のための私設ファンクラブを作るなど関係性が構築され、リピーターを
生み出している。
・AKB48は会いに行けるアイドルというコンセプトと、オタクと評されるようなファン
との交流の場やファンの応援を具体化する場を設定し関係性を構築し、コアなファンだ
けが関われる付加価値を生み出している。
　④　選抜のプロセス明示による差別化の創出
・宝塚歌劇はスター選抜のプロセスが興行を通じてわかるので、ファンは公演を楽しむと
同時に、スターを育成することも楽しめる。
・AKB48は総選挙などファンがどれだけ応援するのかによって選抜の結果が明確になり、
この選抜のプロセスに直接参加できることが差別化となっている。
　四つの共通点から、「宝塚歌劇」と「AKB48」という日本を代表するエンターテイメントの
事例では、サービスの特性を踏まえた事業創造がされたことが明らかである。
　さらに、企業家としての彼らの行動は、消費者の動向を反映させながら工夫をすることが必
要なエンターテイメント事業を提供するために、新しい付加価値（コンセプト）を提供するこ
とを意図してはいたが、綿密に細部まで設計されたものではなかったことがわかる。
　つまり、形のないサービスだからこそ「見えない差別化」を目指し、秋元康氏の言葉を借り
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れば「本能的」に実現しようとした結果、オリジナリティの高いエンターテイメントの提供に
つながったと考えられる。
　育成を興行に織り込むために、場や教育の場を設定すること、その育成のプロセスにファン
が関与できる情報提供や場が設定されていること、さらに育成された人材が「卒業」していく
ことにより新しい需要創造ができること、こうした共通の特色が「宝塚歌劇」と「AKB48」
という日本オリジナルのエンターテイメントに競争力を創出していると考えられる。
　今回取り上げた二つの事例は、消費者に購入前に不安感をいだかれ、だからこそ一度気に入
るとリピートされる可能性が高いエンターテイメントのサービスを提供するにあたり、場が重
要であることを、小林一三氏は後付けで、秋元康氏は最初に理解していた。加えて、一定レベ
ルのものを提供することの難しさと消費者から飽きられてしまうリスクも高いことを認識し、
人を育てながらサービス提供し、新しい人材が新規性を継続的にもたらす仕組みを整えている。
　そして、一定期間内にリピートを促しながらかつ何らかの新しさをサービス提供に盛り込む
必要があることを消費者の動向から認識し、このプロセスに継続的に足を運ぶ消費者や興味が
ある消費者との関係性を作り、そこから参加する消費者が付加価値を作り出すことに自ら参加
できるような工夫を創出している。
　さらに、本稿で指摘したポイントを短期間に行うことが、流行という波を乗り越え、彼らが
提供した新しい付加価値に市場での地位を確立させて、事業を定着させることにつながった重
要な点だといえる。
　本研究は、科研費基盤研究（ｃ）課題番号21530370、並びに京都女子大学平成24年度学外助
成金の経費助成を受けた研究成果の一部である。
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